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在宅生活改善調査について 

 

１ 調査概要 

現在のサービス利用では、在宅生活の維持が難しくなっている利用者の実態を把握し、

地域に不足する介護サービスを検討する。 

 

２ 調査期間 

 令和５年１月６日～２月 28 日 

 

３ 集計結果 

(1) 対象数 41 事業所（介護支援専門員数 85人）（居宅介護支援事業所、小規模多機能 

型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護） 

(2) 回答数 27 事業者（回収率 66％） 

※担当する利用者に対して、介護支援専門員としての判断に基づき、回答い

ただいたものです。 

 

４ 調査結果 

(1) 過去１年間に自宅から居場所を変更した利用者の行き先別の人数（図１） 
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(2) 自宅から居場所を変更した利用者の要介護度の内訳人数（図２） 

 

 

 

(3) 現在のサービス利用※では在宅生活の維持が難しくなっている利用者（表３、図３） 

※例１「頻回な身体介護が必要となったため、現在の訪問介護の利用では対応が困難

であり、定期巡回サービスの利用がより適切と思う利用者」 

※例２「認知症に伴う周辺症状の悪化により、介護者の負担が重くなったため、グル

ープホームへの入居がより適切と思う方」など 

表３ 

 
 

図３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅等に居住
／生活上の問
題はない

自宅等に居住
／生活の維持
が難しい

サ高住・住宅型
有料・軽費老人
ホームに居住
／生活の維持
が難しい

サ高住・住宅型
有料・軽費老人
ホームに居住
／生活上の問
題はない

合計
生活の維持が
難しくなってい

る割合
粗推計

(n=1868) 82.7% 5.3% 0.4% 11.6% 100.0% 5.7% 162人
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(4)  生活の維持が難しくなっている理由（本人の状態に属する理由、複数回答）（図４） 

 

 

(5) 「必要な身体介護の増大」が理由の人の具体的な内容（複数回答）（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細(5) 

詳細(6) 

居宅要介護・要支援認定者等調査と

同様の結果 

家族介護者もケアマネも排泄介助が

ある人について在宅生活の維持に難

しさを感じていることが分かる。 
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 (6)  「認知症の症状の悪化」が理由の人の具体的な内容（複数回答）（図６） 

 

 

 

(7) 生活の維持が難しくなっている理由（本人の意向に属する理由、複数回答）（図７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家族介護者にとって大きな負担にな

っているとケアマネが考えているこ

とが推察される。 

費用負担については介護度に大きな

差はなくいずれも 16％程度である。 



5 

 

(8) 生活の維持が難しくなっている理由（家族等介護者の意向・負担等に属する理由、複

数回答）（図８） 

 

 

(9) 在宅で生活の維持が難しくなっている人のより適切と思われるサービス（複数回答）

（図９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケアマネは家族介護者の不安や負担

量の増大に伴い在宅生活の維持が難

しくなると考える傾向が高い。 


